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特定技能介護 ～1年間で4,216人増え5,155人に～

・集計月 2020年12月 2021年3月 2021年6月 2021年9月 2021年12月

・就業人数 939人 1,705人 2,703人 3,947人 5,155人

ベトナム 2,730人 台湾 28人

インドネシア 574人 タイ 22人

フィリピン 535人 スリランカ 20人

ミャンマー 410人 カンボジア 19人

ネパール 400人 小計 17人

中国 293人 韓国 10人

モンゴル 65人 他 32人

上記の就業数は、もともと日本国内にいた留学生や他業種の技能実習生が帰国困難などの理由で特定技
能介護へ資格変更したものが大半とみられる。入国規規制緩和により現地で待機している内定者・海外
招聘組の入国が進めば特定技能介護人材が更に増えていく。海外人材受け入れ本格化が近づいている。
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-インド人材を受け入れる事になったきっかけ

吉濱：人口大国のポテンシャルと日本との親和性、それと自立支援介護を輸出していく

という日本の方針がマッチする。2年前にインドの現地で面接させて頂いたのがきっか

け。多言語国家という優秀さが魅力。インドの北東部の人材受け入れに取り組んでいる。

-これまでの取り組み

八幡：技能実習に介護が追加される前、ベトナム人が介護職に適性があるかなどを調査

する事業に関わっていた。2年前にGS協同組合を立ち上げてすぐコロナ感染が拡大して

人材の入国はしていなかったが来週4名が入国する。この2年間はオンライン面接など

を行い準備を進めてきた。

-インド人材の特色は

八幡：英語が話せるのでコミュニケーションがとりやすい。医療レベルという点で病院

がしっかりしていて貧しい地域でも医療が提供されている。高度人材は日本へたくさん

来ているが、看護師などからは日本で働くという事が認知されていなかったので足を運

んで説明を行った。インド人の奥ゆかしさや自己主張しすぎない所は日本人と似ている

と思うが、素は明るく元気な方たち。宗教はヒンドゥー教だが混在していてキリスト教

も多い。

-今後の来日予定は

八幡：26名が入国予定。

現地でまだまだ認知度が低いが

今回の入国を機に増えていくと思う。

-日本以外の選択肢

吉濱：10名くらい面接したが、

海外ならドバイかシンガポールの

名前があがった。 続きは動画でお楽しみください（委員：佐藤）

GS協同組合 理事長 八幡 泰徳 様
アライブメディケア 部長 吉濱 洋平 様～Interview～

インド人材の受け入れを予定しているアライブメディケア様、監理団体のGS
協同組合様よりお話を伺いました。人口13億を超えるインドからは今後多く
の人材受け入れが予想されます。動画と合わせて是非ご覧ください。


